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 「ふくあや香」を高設と土耕で栽培し、高設栽培への適応性を検討した（2003年：超促成栽培、2004年：促
成栽培）。 
(1)草勢は、促成作型ではほぼ同等であったが、超促成作型では高設栽培の方が旺盛だった。 
(2)収量は、高設栽培では促成作型が700ｇ／株、超促成作型が800ｇ／株、土耕栽培では促成作型が600ｇ
／株、超促成作型が650ｇ／株と高設栽培の方が多収であった。 
(3)糖度は、高設栽培、土耕栽培ともに9～13度と高く、栽培法間で差は見られなかった。 
 以上より、「ふくあや香」の高設栽培においては、土耕栽培と比較して、生育はほぼ同等であり、収量が多
く、優れていた。ただし、花房の連続性が劣り、第２花房以降の開花期が遅れた。 
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